
第255回例会　4月22日(火)AM7:30～8:30　オークラホテル4F平安の間 
■司会:野田みよ子　■点鐘:原田道子　■ロータリーソング:希望のエナジー
■ゲスト:ガーナ共和国大使・バフォーアジェバウワ様,秘書・加藤様
■ビジター:山下智樹様(浜松東ＲＣ)

4/20の地区協議会のRIの目標、地区の目標の説明の
中で、日本では当たり前のことなのに他の国では毎
日の中で困っていることがありました。その中で水
についてお話します。20年前静岡ニュービジネス協
議会の視察でサンフランシスコに行きました。ホテ
ルに着いて1時間後あのサンフランシスコ大地震にあ
いました。その時の団長が次々年度のガバナー候補
の浜松南RCの中山さんでした。全員無事を確認し公
園で時を過ごし瓦礫のホテルに入れたのが夜遅くで
した。空腹は我慢が出来ましたがのどの渇きには死
にそうでした。水のありがたみを初めて知った時で
した。昨年11月にサンフランシスコを訪れその公園
ユニオンスクエアから泊まったホテルの前を走るケ
ーブルカーを描きました。

・本日、例会終了後、第１０回の理事会が開催され
ますので関係されます方は、出席をお願いします。
・来週、再来週と例会が休会となります。次回の例
会は、５月１３日ですのでお間違えの無いようにお
願いします。 

青少年交換委員会 八田委員
2009-10年度交換学生の募集が始
まります。お知り合いの方で、ご
希望の方がいらっしゃいましたら
ご連絡ください。日本のように国
際経験が乏しい国の青少年にとっ
ては非常に有意義なプログラムだ
と思いますので、これからもご協
力をお願いします。 

お産難民　その4
普通にはお産ができなくて帝王切
開になる確率は7％位といわれて
います。正常な分娩経過で進んで
いたのに、母体や胎児に突然の異
常が発生して危険な状態になるこ
ともあります。正常に生まれると
予想される場合にも、常にいつで
も緊急の帝王切開ができるように
と準備しておくことが大切です。
そのためのスタッフと器材の用意
は安全なお産のためには必須条件
です。
文＞成田喜代司 

オンリーワンハッピーバースディ 

98名中63名64.29%
前々回修正出席率53.68% 

富田清志&池戸孝治；バフォーア
ジェバウワ大使そして秘書の加藤
様、本日はありがとうございまし
た。
原田道子；
①ガーナ大使、遠路はるばる卓話
にお出掛け頂きありがとうござい
ました。是非、ガーナに訪問した
いです。
②チャーチル会浜松展がクリエー
ト浜松で開催。仕事の忙しさの中
での安らぎは絵を書く事です。
高木一浩&金子公昭；4/20地区協
議会にご参加を頂きありがとうご
ざいました。CLPの取り組み等、
皆様のご協力を宜しくお願いしま
す。 

横田誠司さん；4月2日生まれ
まだまだ一人前になれませんが、
これからも努力していきたいと思
います。
ありがとうございました。 



在日ガーナ共和国大使　バフォ・アジェベワ様
「ガーナ共和国の現状と経済」

                                                                                                                                                                  

本日は、温かい歓迎をありがとうございました。今後、他のロータリークラブに参加する機会がありまし
たら、これまでの参加したクラブでパワー浜松が一番と紹介したいと思います。
ガーナ共和国についてスライドをお見せしながら紹介したいと思います。
　＞＞ガーナの歴史、生活、観光、日本との関係等々について説明され、元教壇に立っていた立場から、
特に教育、学校施設について詳しくお話しされました。
ガーナには「泣きたくなった時は、自分の気持ちを分かってくれる人の前で泣きなさい」という言葉があ
ります。もし、問題があったときには相談させてください。ガーナは最近、石油が発見されたということ
もあって、今後めざましい経済成長が期待されます。是非、投資につきましてもお考えください。近々、
大統領選がありまして、予備選に出馬しましたが、残念ながら候補に漏れてしまいました。しかし、私の
党が勝利するのは確実ですので、政府を使ったご協力ができると思いますのでよろしくお願いします。父
の言葉で「食事の後のスピーチはなるべく短めにしなさい。なぜならば、食事がおしくない場合はそれで
頭にきているのに、さらに長いスピーチはとんでもない。おいしかった場合は、せっかくおいしかった料
理が長いスピーチでまずくなってしまう」というのがありますので、この辺にさせていただきます。ご清
聴ありがとうございました。

ガーナ共和国(The republic of GHANA)について
位置:ガーナはアフリカ大陸の西部に位置し、南側は南大西洋に、西はコートジボワール、東はトーゴ、北
はブルキナファソの3カ国にそれぞれ接しています。赤道から750キロに位置し、国土上をグリニッジ標準
時線が通っています。
気候:南部はアマゾンに似た熱帯雨林気候ですが、首都アクラは感想した赤道気候です。
面積:238,537km 2 ,人口:約2,300万人,首都:アクラ,宗教:キリスト教50%、イスラム教15%、その他伝統宗教
通貨:セディ,公用語:英語,ガーナ共和国大使館HP http://www.ghanaembassy.or.jp/japan/
バフォ・アジェベワ氏(DR. BARFUOR ADJEI-BARWUAH)
2002年4月にガーナ共和国大使館に着任されて、現在、駐日特命全権大使としてご活躍されています。専
門は都市計画です。
                                                                                                                                                                  

http://www.ghanaembassy.or.jp/japan/

